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薩摩川内市立藤川小学校

藤川小学校長 吉村康博

３日（水） 貯金日 授業参観 なわとび大会
家庭教育学級 中学校体験入学

５日（金） 家庭学習パワーアップ週間
１１日（木） 建国記念の日
１３日（土） 土曜授業（高齢者との交流会）
１５日（月） 県下一周駅伝大会応援
１８日（木） 新１年生体験入学
１９日（金） ＰＴＡ三者合同会
２４日（水） 前期交流学習（３・４年）
２６日（金） 天神清掃・観梅会

閉校記念事業実行委員会

暖冬といわれていた今年の冬も例年通りの厳しい寒さが続

いています。そして，24 日 25 日には，最近にない大雪とな
りました。体調の管理や気象の変化による交通事故には十分

ご注意ください。

さて，藤川小学校には複合型の少年団があります。季節や
天候の状況に応じて種目を考え，楽しく運動をする場を提供
してもらっています。子どもたちの多くは，ピアノや書道，
水泳，サッカー，野球などいろんな場所で自分の可能性を見
つけ広げようとしていますが，学校でいっしょの仲間と過ご
す少年団の活動を楽しみにしているようです。
今年の活動は，複合型の少年団の形は変えていませんが，

柱となる種目をバドミントンと決めて活動を行っています。
雨の日の多い冬に入り，子どもたちは，先を争って気に入っ
たラケットを取りに体育館へ集まってきます。最初の頃は，
羽根をラケットに当てることもできずに打ち合いの形にもな
りませんでした。しかし，うまく打ち合えなくても止めるこ
ともなく楽しく活動をし続けていました。そこには，周りか
ら見るものにはわからないぐらいの小さな進歩が毎回それぞ
れの子どもにあったのだと思われます。そして，目標とする
バトミントンのゲームの形を見せる大人が近くにたくさんい
たことが，興味や関心・意欲を継続させたのだと思います。
今では，練習の積み重ねが実を結び，低学年生もゲームを

したいと言うようになりました。高学年の子たちは，いろい
ろな打ち方ができるようになり，作戦を立てゲームをするよ
うになっています。時には大人も負けるぐらい力をつけてい
ます。
学校外での活動の時間に学校の友だちといっしょに活動

し，実体験の積み重ねの中で力をつけ自信が生まれる機会と
なったようです。このことが新たな活動への積極性へとつな
がっていくことを願っています。藤川子ども会活動の中でも
十五夜綱引きの綱練りや綱引き，正月の鬼火たき，清掃や緑
化活動などたくさんの実体験の場があります。このことも子
どもたちの将来的な力の蓄えとなっていると思います。全て
の活動に中学校を含む全保護者の方々の団結力と協力があり
活動が継続されています。この輪が，本校・本校区の強みで
あり，誇れるところだと思っています。

平成２７年度 第９号

興味・関心・意欲そして積極性へ

かごしまをまるごと味わう学校給食

２ 月 の 行 事 予 定

ふるさと郷土カルタ取り大会

藤川小学校の特色ある教育活
動のひとつ「藤川郷土カルタと
り大会」を行いました。
はじめに子どもたちが冬休み

に考えた句の発表を行いまし
た。一人一人が藤川小学校・藤
川地区のよいところやこれから
も大切にしてほしいことを思い
を込めて発表しました。
カルタ取り大会では，冬休み

の間に４４枚のカルタを，しっ
かり覚えてきた子どもたちが，
自信満々にカルタとりに挑戦
し，全員がカルタをとり笑顔を
浮かべる様子が見られました。
ＦＭさつませんだいや南日本

新聞等で，伝統ある藤川郷土カ
ルタの良さや子どもたちの様子
を紹介していただきました。

○ わらいごえ みんなのこころに ひびきわたる
○ わらったら みんなもしぜんに わらっちゃう
○ 紅白もち けしんのかおり おいしいな
○ さつま犬 ツンのしそんが のこってる
○ さきほこる 梅も笑顔も 満開だ
○ ころんでも 全力で走れ 持久走
○ わになって 元気を出そう 藤川地区
○ こだまする 自然のひびきが 藤川へ
○ にぎやかな 藤川の宝 子どもたち
○ はっきりと 大きなカルタの 俳句読む

家庭教育学級で，かんたん朝ご飯・おやつ作りを行いまし
た。今回の講師は，家庭教育学級長の久保公仁子さんで，か
んたんでおいしい焼きおにぎりをみんなで作りました。
シラスととろけるチーズを刻ん

でおにぎりをにぎり，醤油を付け
てホットプレートで焼くと，チー
ズの香ばしいにおいとシラスの塩
味がうまくマッチしたおいしい焼
きおにぎりができあがりました。
各家庭でも簡単に作ることがで

きると大好評でした。
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家庭教育学級～簡単朝ご飯・おやつ作り～

寒波の影響で藤川も大雪となりました。積雪や道
路凍結で，いつもは交通量の多い県道４６号線もほ
とんど通行がなく，しんしんと降り続いた雪で，辺り
は銀世界となりました。
登校してきた子ども

たちは，久しぶりの大
雪に大喜びで，足跡一
つない校庭に我先にと
出て，雪合戦や雪だる
ま作りに夢中になって
いました。

１月１８日～２２日まで「かごしまをまるごと味わう学
校給食」ということで，本校でも給食週間を実施しました。
「甑島産のぶり」「キンカン」「薩摩川内米」など，薩摩川
内市で水揚げ，生産された食材が数多く使われ，子どもた
ちは，とても喜んで食べていました。中でも，「がね」「ぶ
りの竜田揚げ」が人気がありました。
食に関する指導では，学校栄養士の杉山先生に来ていた

だいて，学年ごとに「食べ物のはたらき」「鹿児島でとれ
る特産品」「五大栄養素のはたらき」について学習しました。

また，給食時間には，給食を
作るときに使う調理器具の大き
さに子どもたちは驚いていまし
た。おいしい給食がどのように
して作られるのかを学び，改め
て食の大切さを考え，感謝の気
持ちをもつ，とてもよい機会と
なりました。

子どもたちが考えた句




